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1. はじめに
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建築廃材を炭化処理して製造した粒状木炭は、これまで土壌

改良や水質浄化、あるいは調湿作用など、より良い生活環境空

間を生み出す為の利用が進められてきた。しかし現状では、製

造条件をも含めた木炭そのものの物性に関する科学的実証デ

ータが公表されているとは言い難い。このような状況下で、木炭

の調湿機能を活用した用途の一つとして住宅の床下調湿に着

目し、木炭による床下の調湿機構を解明する研究が進められて

いる 1-7)。本研究においても同様に、建築廃材由来の木炭を不

織布袋に入れて、山陰地方の束石工法住宅（以後、伝統型住

宅）、および布基礎工法住宅（以後、現代型住宅）の各床下に

約 3年間敷設し、床下敷設区域や敷設外区域の温・湿度の月・
季節・年毎における変動を実測し、木炭の床下調湿機能につい

て調査した。なお、日本海側山陰地域では、相対湿度は年平均

で 70%を超え、降水量は年間で 2000mmを超える 8)為、日常生

活において湿気対策が非常に重要となる。 
2. 実験
2.1 供試材料 
供試材料には、建築廃材をチップ化した後、それらを 780～

880℃で熱処理して木炭とした。えられた木炭は、外形寸法約
45cm×45ｃｍの不織布の袋に約 2kgf 詰め、敷設用木炭とした。 
2.2 測定対象施設および測定条件 
ほぼ同等な気候および地理条件下における伝統型住宅およ

び現代型住宅を 1棟ずつ、計 2棟を測定対象施設とした。測定
期間は 2002年 7月～2005年 11月とした。温・湿度の測定箇
所は各住宅の 1階部分の間取りを考慮して、伝統型住宅では 3
箇所（a、b、および c）、現代型住宅では 4箇所（a、b、c、および
d）とし、温・湿度計および含水率計をそれぞれ設置した。これと
併せて比較の為に、各住宅外部の南側にも温・湿度計および含

水率計を設置し、1時間毎に温度、相対湿度、および含水率を
測定した。伝統型住宅の床下には風の流れを遮る物がなく、各

区域が連続した空間となっている。一方、現代型住宅の b区域
は床下通風口を挟んで a区域と、また、c区域は床下通風口を
挟んで b区域と隣接している。今回の場合、上記の敷設用木炭
の配置箇所は、いずれの住宅においても a区域の床下とし、隙
間のないように敷き詰めた（図 1）。なお、伝統型住宅では 2004
年 7月 1日から、現代型住宅では 2004年 11月 26日から床下
全面に木炭を敷設した。 
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図 1.  実験を行った住宅の平面図。 
凡例： ◇：温湿度計設置箇所、○：含水率計設置箇所。 
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図2. 山陰地方の伝統型住宅（束石工法）および現代型住宅（布基礎工法）における床下温度および湿度変化。 
 
3. 結果と考察
3.1 床下の温度変化 
図.2 に測定期間中における伝統型住宅および現代型住宅

の施設外と床下の温度の推移を示した。その結果、両住宅共

に、施設外、床下区域においては、床下の温度は夏に高く冬

に低いという定期的な変動が現れた。なお、現代型住宅にお

ける床下温度は、施設外と比べると夏場は差が無く、冬に向け

て差が大きくなり、1 月にピークを迎えたことからも、冬場に床
下温度が高く保たれるという密閉型住宅であることが分かる。こ

こで、木炭敷設区域と敷設外区域とを比較すると、伝統型、現

代型共に床下の温度変化に明確な差はなく、本実験における

床下温度は、木炭の影響をほとんど受けていなかった。 
3.2 床下の相対湿度変化 
伝統型住宅では、床下への木炭敷設の有無により、明確な

相対湿度の変化は認められなかったが、現代型住宅では、床

下に木炭を敷設することで、敷設されていない区域と比べると、

施設外に対して最大で約 15％の相対湿度の低下が認められ
た。 
測定開始から約 2 年が過ぎた時期に、床下の全面に木炭を
敷設し、床下に敷設した木炭が床下に環境に及ぼす影響につ

いて調査した。伝統型住宅では床下全面への木炭敷設後数ヶ

月間は相対湿度の明確な変化が認められなかったが、その後

徐々に減少傾向が現れ始めたものの僅かであった。一方、現

代型住宅では床下全面に木炭を敷設することで、敷設前より

更に顕著な相対湿度の減少傾向が現れ、施設外に対して最

大で約 25％の相対湿度の低下が認められた。 
 
 

3.3 床下木材の含水率変化 
伝統型、現代型住宅共に、木材表面含水率は夏場に高

く冬場に低く、約 18％～25％の範囲で定期的な変動を繰
り返した。 
伝統型住宅においては、床下 a区域の木材の含水率が僅

かながら減少傾向にあることが確認できたが、床下 b 区
域では一定の傾向は認められず、床下 c区域にいたっては
年を重ねる毎に増加する傾向を示した。一方、現代型住

宅の床下木材の含水率は、全ての区域において減少傾向

が認められた。 
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